
　
「
夢
い
ぶ
き
」は「
Ｂ
Ｃ
Ｒ
龍
月
」と
同
レ
ベ

ル
の
高
度
な
黒
腐
病
耐
病
性
を
も
ち
、
寒
傷

み
や
裂
球
で
出
荷
量
が
落
ち
る
12
月
下
旬
〜

１
月
に
高
レ
ベ
ル
の
耐
寒
性
と
在
圃
性
を
発

揮
し
ま
す
。
寒
玉
系
の「
夢
シ
リ
ー
ズ
」に
加

わ
る
こ
と
で
冬
場
の
さ
ら
な
る
安
定
生
産
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
間
地
・
暖
地
で
の
数
年
間
の
試
作
と
経

済
栽
培
の
結
果
か
ら
、
所
定
の
特
性
を
十
分

発
揮
す
る
こ
と
を
確
認
し
、「
Ｂ
Ｃ
Ｒ
龍
月
」

と
２
品
種
同
時
に
新
発
表
い
た
し
ま
す
。

年内から年明けの安定出荷が可能。
在圃

ほ

性にすぐれ、
黒
くろ

腐
ぐされ

病に強い寒玉中生種！

発
New

「
夢ゆ

め

い
ぶ
き
®」

表 ！

キャベツ

タキイ研究農場

城
しろ

田
た

　良
よし

裕
ひろ

「夢いぶき」栽培メモ

最適播種期
中間地 ７月中下旬～８月上旬まき→12月上中旬～２月上旬どり
暖　地 ７月下旬～８月上中旬まき→12月上中旬～２月上旬どり

耐病性 黒腐病、萎黄病
最適土壌 保水性がよく、肥沃な土壌

播種基準 加工・業務向け出荷：株間35～40㎝
青果出荷：株間30～35㎝

■「夢いぶき」適期表

耐
病
性
の
強
化
、
耐
倒
伏
性
を
目
標
に

育
成
さ
れ
た
寒
玉
種

「
Ｂビ

ー

Ｃシ
ー

Ｒア
ー
ル

龍り
ゅ
う

月げ
つ

」と「
夢
い
ぶ
き
」
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適
期
播
種
、

定
植
を
心
掛
け
る

　
「
夢
い
ぶ
き
」は
低
温
期
の
生
育
を

緩
や
か
に
し
た
こ
と
で
、
耐
寒
性
や

在
圃
性
を
発
揮
す
る
品
種
で
す
。
そ

の
た
め
播
種
や
定
植
は
適
期
で
行
い
、

年
内
に
生
育
を
順
調
に
進
め
、
玉
を

仕
上
げ
る
こ
と
が
上
作
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

　
逆
に
播
種
や
定
植
が
遅
れ
た
場
合
、

適
サ
イ
ズ
の
玉
に
な
る
前
に
低
温
の

影
響
で
、
玉
肥
大
が
緩
慢
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
気
温
低
下
が
急
な
関
東
の

中
間
地
で
は
、
８
月
25
日
ご
ろ
ま
で

に
定
植
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
播

種
期
を
設
定
し
ま
す
。
そ
の
他
の
地

域
も
適
期
表
を
参
考
に
、
播
種
、
定

植
期
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
場
選
定
、
肥
培
管
理

　
生
育
初
期
か
ら
の
適
切
な
外
葉
形

成
が
良
作
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
そ
の
た
め
肥ひ

沃よ
く

な
圃
場
へ
の
作
付

け
を
優
先
し
ま
す
。
定
植
後
は
十
分

な
潅
水
を
行
い
、
早
期
活
着
に
努
め

ま
す
。
水
分
や
肥
効
の
抜
け
や
す
い

圃
場
で
は
、
そ
の
後
も
潅
水
や
追
肥

を
適
宜
行
い
、
適
切
な
外
葉
形
成
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
肥
培
管
理
は
元
肥
主
体
で
行
い
ま

す
。
初
期
生
育
の
時
点
で
肥
効
を
高

め
、
外
葉
を
大
き
く
作
る
こ
と
で
玉

肥
大
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
追
肥
で

生
育
後
半
ま
で
安
定
し
た
肥
効
を
保

ち
ま
す
。

栽
植
密
度

　
極
端
な
密
植
栽
培
で
は
熟
期
が
遅

れ
、
肥
大
不
足
に
な
る
懸
念
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
適
切
な
外
葉
形
成

と
玉
肥
大
を
確
保
で
き
る
条
間
・
株

間
で
栽
培
し
ま
す
。

　
畑
地
で
あ
れ
ば
単
条
栽
培
を
行
い

ま
す
。
条
間
は
60
㎝
程
度
、
加
工
・

業
務
向
け
出
荷
な
ら
株
間
35
〜
40
㎝
、

青
果
出
荷
で
あ
れ
ば
株
間
30
〜
35
㎝

程
度
を
目
安
に
し
ま
す
。

　
水
田
で
は
平
高
畝
の
２
条
栽
培
を

行
い
ま
す
。

　
高
畝
栽
培
や
中
耕
に
よ
り
過
湿
を

回
避
し
、
適
切
な
根
張
り
、
株
張
り

を
確
保
し
ま
す
。

病
害
防
除

　
茎
が
短
い
た
め
、
倒
伏
に
よ
る
玉

尻
の
腐
敗
は
少
な
い
で
す
が
、
植
物

体
が
地
面
に
近
い
た
め
、
地
際
部
か

ら
罹り

病
す
る
菌き

ん

核か
く

病
、
株か

ぶ

腐ぐ
さ
れ

病
に
対

し
て
は
十
分
な
防
除
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
黒
腐
病
に
対
し
て
、
完
全

な
抵
抗
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
従
来
の
予
防
的
防
除
と
組
み

合
わ
せ
た
総
合
防
除
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

年内～年明けに安定出荷が可能
　葉肉が厚く生育がじっくりするため、耐
寒性と在圃性にすぐれます。そのため、凍
霜害による品質低下や、過熟による裂球を
招きやすい12月下旬～１月に品質のよい玉
が安定して収穫できます。

黒腐病に強い耐病性
　「BCR龍月」と同レベルの黒腐病耐病性を
示します。従来の予防的防除と組み合わせ
て実施することで、発病リスクを大幅に低
減できます。

加工・業務、青果兼用種
　加工・業務用出荷では契約期間内に決ま
った数量を安定して出荷することやカット
後の歩どまりが高いことが求められます。
　「夢いぶき」の耐寒性や在圃性は、低温期
の安定出荷に最適です。また、短芯で収穫
後の歩どまりがよいため、加工・業務用と
して安心して栽培いただけます。
　青果向けとしても形状が扁円に安定する
ため、箱詰めが容易です。

出荷ニーズに応じた夏まき品種提案

品種特性 栽培ポイント

１

２

３

４

　Ｌ玉出荷がメインとなる青果向け出荷では、
面積当たりの箱数を増やすため、密植栽培で
も玉ぞろいがよいことが特に求められます。
　「BCR龍月」は耐病性以外でも、特に玉ぞろ
いに関しては主要産地で評価をいただいてい
ます。中間・暖地の11月どり栽培をご検討く
ださい。
　一方、加工・業務向け出荷の秋どりでは大
玉で、早生・在圃性にすぐれ計画出荷しやす
い「おきな」が定番です。
　12月～４月どりは密植適性と在圃性を併せ
もつ、以下の青果・加工業務兼用種がおすす
めです。
12月～１月どり：「夢いぶき」
２～３月どり：「夢ごろも」「彩

あや

音
ね

」
４月どり：「夢

ゆめ

舞
まい

妓
こ

」
　いずれの品種も、加工・業務需要で特に使
用量の大きい「千切り」でキャベツに求められ
る「芯が短く、くり抜きやすい」「長さのある
千切りが取れる扁円形状」「濃緑な葉色と球内
色のコントラストで、カット時の見ばえがよ
い」という特長を持ち合わせています。
　また「夢舞妓」は４月どり適性に加え、冷蔵
貯蔵性にもすぐれるため、端境期である４～
５月の安定出荷に貢献します。

倒伏しにくく多収
　「BCR龍月」と同様、生育後半まで根張り
が持続し倒伏しにくく、玉尻からの腐敗が
少なく収量が上がります。

↑「夢いぶき」 ↑他品種

↑黒腐病に強い「夢いぶき」。
 （圃場左側）
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